
大会プログラム

ライブ配信 ２０２０年11月22日（日）13時30分～
※全体会はライブ配信（後日オンデマンドでも配信）、

分科会ほかは全体会終了後に配信開始

■全体会
13：00 受付（ログイン）開始

13：30 開会式

あいさつ： 日本新聞協会 山口 寿一 会長

文部科学省 文部科学大臣（予定）
東京都教育委員会 藤田 裕司 教育長
東京都ＮＩＥ推進協議会 竹泉 稔 会長

14：00 記念講演
講 師：真山 仁 氏（作家）

2004年 『ハゲタカ』でデビュー。その他主な著作は、
『そして、星の輝く夜がくる』 『神域』 など

15：00 日本ＮＩＥ学会との共同シンポジウム

テーマ：「コロナ時代にＮＩＥで培う力～ともに生き、

つながるための資質・能力」（仮題）

司 会：関口 修司 日本新聞協会ＮＩＥコーディネーター

シンポジスト：
真山 仁 氏 （作家）

大滝 一登 氏 （文部科学省初等中等教育局視学官）

土屋 武志 氏 （日本ＮＩＥ学会副会長、愛知教育大学教授）

本杉 宏志 氏 （東京都立青山高等学校主幹教諭、ＮＩＥアドバイザー）

水木智香子 氏 （足立区立西新井小学校教諭）

城島 徹 氏 （毎日新聞社教育事業室編集委員）

16：20 終了

主 催 日本新聞協会
主 管 東京都NIE推進協議会
協 力 朝日新聞東京本社 毎日新聞東京本社 読売新聞東京本社 日本経済新聞社 東京新聞

産経新聞東京本社 共同通信社 時事通信社
特別協力 日本大学文理学部 十文字中学・高等学校 日本NIE学会
後 援 文部科学省、東京都教育委員会、世田谷区教育委員会、豊島区教育委員会、全国学校図書館

協議会、文字・活字文化推進機構、全国新聞教育研究協議会、全国連合小学校長会、全日本中
学校長会、全国高等学校長協会、東京都公立小学校長会、東京都中学校長会、東京都公立高
等学校長協会、東京私立初等学校協会、東京私立中学高等学校協会、東京都小学校ＰＴＡ協議
会、東京都公立中学校ＰＴＡ協議会、東京都公立高等学校ＰＴＡ連合会、東京都小学校新聞教
育・ＮＩＥ研究会、東京都中学校新聞教育研究会、東京都高等学校新聞教材開発研究会

NIE全国大会
日本新聞協会が1996年から毎年、
NIE（新聞を活用した教育）に関心
のある教員らを対象に開催。NIE
の実践や知見を広く共有すること
を目指しています。



オンデマンド配信
11月22日（日）16時20分～ 視聴可能

■分科会（計１０コマ）
〈小学校〉 ① 「学校全体で取り組むＮＩＥ～新聞をフル活用」

■国分寺市立第五小学校

② 「言語能力の育成～読み書き能力を伸ばす実践」
■江戸川区立南篠崎小学校・堀口友紀主幹教諭

③ 「課題発見解決能力の育成～新聞で社会とつながる」
■文京区立関口台町小学校・矢野篤彦教諭

〈中学校〉 ④「新聞を活用して意見形成を図る実践」
■世田谷区立船橋希望中学校・渡邉是能教諭、末松紗歩教諭

⑤「新聞を通して社会を見つめる」
■世田谷区立喜多見中学校・木村要介教諭
■練馬区立石神井東中学校・向井哲朗主任教諭
■豊島区立明豊中学校・佐久間伸昭教諭

⑥「言葉を見つめる～新聞の写真を題材に俳句を創作する」
■町田市立真光寺中学校・山田慎一主幹教諭

〈高 校〉 ⑦「実社会と国語を結び付けるための授業～ＮＩＥの実践を通して」
■東京都立第三商業高等学校・髙倉愛理沙教諭

⑧「新聞で世界とつながり共に考えるＮＩＥ～多国籍生徒たちの挑戦」
■東京都立新宿高等学校・髙橋伸明教諭

⑨「１８歳成人とＮＩＥ～大人になることについて考えよう」
■東京都立荻窪高等学校・代田有紀主任教諭（ＮＩＥアドバイザー）

〈特別分科会〉 ⑩行政を挙げたＮＩＥの取り組みの紹介（新聞社企画）

■解説動画 「ＮＩＥ はじめの一歩」
誰でもいつでも簡単に始めることができるＮＩＥ（新聞活用）について、その魅力や意義も踏まえて
新聞協会の関口修司ＮＩＥコーディネーターが語ります。ＮＩＥは学校だけでなく家庭で取り組むことも
可能です。明日からＮＩＥを始めてみませんか？

※各動画は、１１月２２日（日）から一定期間限定で公開します

申し込み方法
新聞協会ＮＩＥウェブサイト（https://nie.jp/conference/）にて、
９月２５日 （金）より 申し込み受け付け開始！
※申し込みいただいた方にＩＤ・パスワードをお知らせします

参加費

◇教育関係者（元教員・一般含む）＝無料
※希望者には、資料集（大会後に作成）を１,０００円（税・送料込み）でお送りします

◇新聞・通信社および新聞販売関係者＝２,５００円（資料代含む）

問い合わせ先：日本新聞協会新聞教育文化部NIE担当
（電話：03-3591-4410、e-mail：nie@pressnet.or.jp）
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